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【一般事務編】 

 

冬場に非常に多いのが凍結路面による転倒事故です。急いでいたり、履き物が悪かったりすると、年齢に関係なく、

転倒することがありますので、時間に余裕を持ってゆっくり歩幅を狭くして歩きましょう。 

 

なるべくゆとりのある作業スペースを選び、危険性の少ない用具で作業を行いましょう。 

 

会議用テーブルのように普段あまり使用しない物については、取扱いが不慣れなためか、テーブルやイスを折りた

たむ際に手を挟んだりすることも多いです。 
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【動植物編】 

 

初めて訪問する家については、犬が繋がれている場所が分からないため、相当警戒していても逃げ切れないことが

あるようです。 

 

できるだけ肌を出さないように帽子、手袋、長袖を着用するなど服装に注意していれば、かなり防げたのではない

かと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



3 

 

【スポーツ編】 

 

 

 スポーツ関連のケガのほとんどはスポーツを始める前のストレッチ不足が原因のようです。また、その効果を過

信しすぎて故障を起こすケースもあるので、スポーツ中でも合間を見つけてはストレッチをすることをお薦めします。

なお、ウエイトオーバーはケガに結びつく大きな要因となるため、日頃から体重調整のための食生活、運動を心掛け

ましょう。 

 

【動力機械編】 

 

動力機械による事故はほとんどの場合、その機械を使い慣れているにもかかわらず、ちょっとした不注意や突発的

なアクシデントにより負傷しているようです。 
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【針刺し事故編】 

 

針刺し事故の原因において、相変わらず一番多いのはリキャップによる事故です。リキャップを行わないことを徹

底すれば針刺し事故は大幅に減少します。そのためには、処置室や採血室には十分な数の専用廃棄容器を用意し、ま

た、携帯用の廃棄容器を携行するなどリキャップせずに済む環境を整えることが大切です。 

 

 使用後の注射針を手渡しするのは大変危険ですので避けましょう。どうしても渡す必要がある場合はトレイなど

に置き、それを取り上げるのが良いと思われます。また、共同作業者との「声かけ」も重要な防止策です。  
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【調理員編】 
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【消防職員編】 
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【警察官編】 

 

 

 警察官の公務災害で最も多いのは術科訓練中の災害です。柔道、剣道、逮捕術等、業務に備えて訓練しているわけ

ですが、アキレス腱断裂や捻挫など非常にケガが多い状況です。事前のストレッチを入念に行い、災害防止に努めま

しょう。 
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【自家用車編】 
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【自転車、徒歩編】 

 

 

 本県のような雪国の通勤災害の特徴は、冬場に一気に通勤災害が増加することです。相当注意していても車のスリ

ップや転倒などが非常に多く、また打ちどころによっては、かなり重傷になっています。雪の影響により冬場の道路

は渋滞や通行不能など、予測出来ない事態も多いため、時間にゆとりを持って通勤することを心掛けましょう。 


